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はじめに

“生きている化石(Livingfossi1)"と呼ばれている生

物は地質時代に繁栄し,現在では,その子孫があまり進

化せず細大と生き続けている生物です.これらの生物を

詳しく調べることで,化石だげからでは,わからたい過

去の生物の性質や,その生活状態,気候などの環境を知

ることができ,地球の歴史を解明する手掛りとして重要

た役割を果たしています.また現在,生きている生物も

現世にたってから突然,出現したわけではなく,起源を

たどってゆげぽ当然,地質時代に活躍した動物や植物と

つながっていて,化石の研究者(古生物学者)は,わから

たい事があるたびに動･植物園に通って現世の生物の生

態を観察しています.動物の“生きている化石"の系統

関係や進化のようすは,やや専門的になりますがE1dre-

dgeandStan1ey(1984)に詳しくまとめられています.

“生きている化石"展示コｰナｰは地質標本館の第1

展示室に設けられており,開館当初から人気のある展示

の一つにたっています.“生きている化石"展示の内容

や計画から完成までの経過その他については,地質ニュ

ｰス380号の“地質標本館だより"だと(尾上,1986a,b,

尾上･山本,1986)で詳しく紹介していますので,ここで

はその概略を述べるに止めておきます.

従来のジオラマ展示の仕組み

同展示コｰナｰは,左手に縦164cm,横350c㎜の大型

パネルがあって,“生きている化石"の代表的た動物及

び植物18種類をカラｰコルトンで示し,それぞれをナレ

ｰションによって解説しています.向かって右手には,

｢中生代の海｣と｢古生代の海｣の海底を想定したジオ

ラマがあり,改装される前は,ジオラマの背後のスクリ

ｰンに16mmフィノレムによってカブトガニ及びオウムガ

イの様六な生態が映像で見られるようにたっていまし

た.

従来の方式による映像の仕組みは,1台の映写機にカ

ブトガニとオウムガイの映像を納めた1本のフィルムが

セットしてあって,第1図に示したように,r中生代の
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海｣の前にある押しボタンを押すと,まず｢中生代の

海｣の背後のスクリｰンにカブトガニの生態の映像が映

り,約1分間の映像が終わると,映写機の前にある鏡㈹

が90度回転してr古生代の海｣のスクリｰンにオウムガ

イの映像が出る仕組みにたっていました.このためオウ

ムガイの映像だけを見たい場合も,カブトガニの映像が

終わるまで約1分間待たたげれぼならたいという不便さ

がありました.また,この生態映像は人気があって使用

頻度カミ高いためフィルムの傷みが早いことや,鏡(A)の回

転部の故障だとの理由でしばしば運転を中止したけれぱ

ならたくなり,見学者に迷惑をかけることが多くありま

した.

改装されたジオラマ

前述の問題点を解消するため,今回の改装の一番の目

的は16mmフィルムをレｰザｰディスクシステムに替え

ることと,カブトガニとオウムガイの映像を切り放して

双方が何時でも見られるようにすることでしたが,その

望みがかたえられ,双方を同時に見ることも可能となり

ました(写真1)､さらに都合のいいことに,これまでは
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写真1

カブトガニとオウムガイの映像を同時に映し出すことが

できる.

享真2説明文字が入って分かりやすくなった画面

(カブトガニ)｡

第1表画面仁付けられた説明文字

カブトガニ

オウムガイ

映像タイトノレ

(上映時間)

カブトガニのから

だと行動(50秒)

カブトガニの誕生

と成長(75秒)

カブトガニの食事

と行動(62秒)

オウムガイの食事

と遊泳(63秒)

オウムガイのから

だ(28秒)

オウムガイの交接

と遊泳(73秒)

説明

歩き方とはい跡,目(複

眼),目(単眼),くち

交接,回転する卵(約40日

目),ふ化直後の幼生,幼

生,成体

エサをとるカブトガニ

呼吸にともたう振り子運動,

エサのとり方

目,くち,1コｰト

交接,遊泳(前進),遊泳

(後退)

写真3説明文字が入って分かりやすくなった画面

(オウムガイ).

カブトガニおよびオウムガイの映像はそれぞれ1種類だ

けしか見ることができませんでしたが,これからは双方

の映像を3種類づつに分け,その中から選んでみること

ができるようにたりました,同時に,画面の中に第1表

のような文字による説明が付けられ,内容が分かりやす

くたっています(写真2,3).

映像ツステムを16mmフィルムからレｰザｰディスク

システムに替えたため,受像機を置くスペｰスの関係で

画面の大きさが27インチとこれまでより少し小さくたっ

てしまいました.しかし舞台裏の装置が簡素化されたた

め(第2図),故障の心配がほとんどたくなりました.た

によりもディスクは半永久的に傷むこともなく,フィル

ムの交換をする煩わしさもたくなって,常に鮮明な画像

で見ることができるようにたりました.
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映像用押しボタン

第2図新しいレｰザｰディスク映像システム.
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おわりに

地質標本館が開館して早くも11年が過ぎ,改装が望ま

れる展示も多くなってきました.その中から,見学者に
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人気のある“生きている化石"展示コｰナｰその他が,

1990年度に改装されました.ちたみに,この展示の改装

にかかった費用は約320万円でした.今回のジオラマの

改装とは別に,退色のひどかったカラｰコルトンも新し

くたり,再び10年前の美しさが戻ってきました.ジオラ

マの前にある標本展示ケｰスの中も三葉虫やアンモナイ

トの化石や関連する現世標本が増えて充実してきまし

た.カブトガニは現在,世界に3属4種,オウムガイは

1属3～6種が知られています.今後できる限りこれら

の標本をそろえて展示していきたいと思います.このよ

うに生まれ変わった“生きている化石"展示が,これか

らも見学者に一層親しまれるコｰナｰにたることを望ん

でいます.
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ッ地学と切手

火成論勝利の地

本一ベルニュ国

かつて18世紀最後の25年間に,地球の起源についての

大論争があった.それは水成説と火成説の間の争いとし

て広く知られている.それは特に玄武岩の成因について

論争され,その舞台となったのがオｰベルニュｰであ

る.

最初はケタｰル(J.E.Guettard,1715-1786)の登場だ

った.彼はフランスの多くの場所でみつげた岩石･鉱物

･化石の分布を示す地図の作成をはじめ,1751年それを

公表した.それは従来無関係とみられていた地質学と博

物学を結びろけるものとして賞賛された.その頃彼は地

球がかつて広く水に覆われていたと考えていた.1752年

彼は更にデｰタを得るために南フランスに旅行し,そこ

でこの地方が黒い岩石から出来ていることを知った.そ

して花嵐岩の基盤上の古い死火山,その旧火口から流出

する玄武岩の溶岩流を発見した.彼の報告は,フランス

の現在は穏やかた地域がかつては激しい火山活動の中心

地であり,オｰベルニュｰの山六カミ音は火山であったと

言うことで,地球の理解に新しい転機を与えた.

次に本格的た水成論と火成論カミウェルナｰ(A.G.We-

mer,1750-1817)とデマレ(N.Desmarest,1725-1815)と

の間で争われた.実際にはデマレの1763年からのオｰベ

ルニュｰの火山の研究が先行していた.彼のこの地方の

倮�

火山活動の経緯の研究はヨｰロッパ各地の火山岩の発見

へと発展して行った.丁度1787年にすでに一流の名声を

得ていたフライブルグのウェルナｰは｢私は玄武岩が火

山岩だたどと思っていない.それらの岩石の全部は水に

よって出来たものである.｣と発表していた.たちまち

地質学は2つの大きな陣営に別れて論争が始った.火成

論と水成論の論争はこのように1つはオｰベルニュｰの

玄武岩について,他は花開岩間題におけるハットン(J,

Hutton,1726-1797)との論争である.実際にはデマレの

研究はすでに完了していたし,ウュルナｰはフライブル

グから動かたかったので,その後の論争は主に彼の後継

者達によって行われた.デマレ自身は全く傍観老的だっ

た.ウェルナｰ学派は決してオｰベルニュｰを訪間しよ

うとしたかった.1802年にやっとウェルナｰの若い弟子

レオポルド｡フォン･ブｰフ(L.v.Buch,1774-1853)

はオｰベルニュｰで死火山の巨大な火口と火山錐を見て

びっくりした.1年後同じウェルナｰの弟子の若いフラ

ンス人ドォｰビソソが現地へ行って玄武岩の火成論者と

たった.こうして次第に火成論者が増えて行った.デマ

レは次第にこの論争が自分の方に傾くのを見守ってい

た.水成論者がデマレの所に相談に来る度に,彼は論争

はしないで何度も同じ言葉｢調べていらっしゃい｣と言

った.

切手は1975年フランス地方記念11種のうちとして発行

された.玄武岩の溶岩を現わしている図案である.
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